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大規模公園におけるレクリエーションを体験できる環境の充実 

 大規模公園では、みどりを楽しみながら、スポーツやバーベキュー、散策など、気軽

に様々なレクリエーションを体験できる施設の整備や環境の充実を図ります。 

 

公園の整備や管理運営において、民間活力を導入した賑わい創出の仕組みづくり 

 公園の整備や管理運営においては、民間活力を導入した賑わい創出の仕組みづくりを

進めます。 

 民間事業者と連携し、飲食店、売店などの便益施設からの収益を、公園の整備・改修

などへ活用する Park-PFI制度の導入を検討し、推進します。 

 

② 都立公園の整備 

篠崎公園や宇喜田公園の整備促進 

 区内には５つの都立公園がありますが、そのうち篠崎公園と宇喜田公園は未開園の区

域が多い状況です。 

 篠崎公園は、みどりの拠点として「郷土の森」を創出する計画があり、野鳥の観察や

住民参加によりみどりを育むエリアが計画されています。また、東京都地域防災計画

において「大規模救出救助活動拠点＊」に位置づけられているほか、整備計画内でも

「震災時のみならず、水害時にも対応できるよう、公園に隣接する市街地とのつなが

りを考慮して、広場の高台化（A.P+６ｍ）と避難動線の確保を図る」と位置づけら

れており、避難場所や広域の救援・復興活動の拠点として、極めて重要な役割を担っ

ています。 

 大規模救出救助活動拠点に指定されている、環状七号線周辺の他の都立公園と比較し

て、篠崎公園の整備率は低いことから、今後も都に整備促進を要請していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
篠崎公園 

 
宇喜田公園 
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(9) 災害から暮らしを守るまちづくりをします

① 水とみどりを活用した防災まちづくり

防災拠点としての公園の充実

 公園内には、雨水貯留施設、ソーラー照明、災害時対応トイレ、かまどベンチ、防災

井戸などの防災施設を設置します。また、それらの防災施設が災害時に効果を発揮で

きるように、町会などの防災訓練や通常時における活用など、利活用のルールづくり

も推進していきます。

 高台化した公園は水害時の一時避難場所や、物資輸送などの中継拠点としての機能を

担います。今後も高規格堤防事業やスーパー堤防事業、都立公園の整備事業などと連

携し、公園の高台化を推進していきます。

 高規格堤防やスーパー堤防の整備にあたっては、防災性の向上と同時に親水性を高め、

「川」と「まち」とをつなぎ、水辺と調和する良好な環境の整備を促進します。

 木造住宅が密集する地域では、地区計画や密集住宅市街地整備促進事業に合わせて公

園や広場などのオープンスペースを確保し、地区の防災性や住環境の改善を図ります。

親水公園や緑道、街路樹による防災ネットワーク整備

 親水公園・親水緑道においては、延焼遮断帯や避難路としての防災空間機能、消火及

び生活用水としての水利機能の充実を図ります。

 都市計画道路の整備と併せて街路樹の整備充実を図ります。

 親水公園、緑道、街路樹などの延焼遮断機能を活用し、みどりによる防災ネットワー

クを形成します。

コラム 葛西臨海公園「防災情報ひろば」

園内のクリスタルビュー地下１階には、防災に関わる情報を発信する場として「防災情

報ひろば」があります。非常時持ち出し品などの展示や、パネルによる防災に対する心構

えや備えの紹介、葛西臨海公園の発災時の役割や防災施設の説明などを展示しています。

出典：東京都公園協会ホームページ
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防災船着場の活用、災害時の舟運活用に向けた検討

 水上交通システムは、災害時にも有効活用ができる

ため、既存の防災船着場などについては、国や都、

近隣区などと連携し状況に応じた活用を検討します。

グリーンインフラの整備

 近年、自然環境が有する多様な機能を賢く利用する「グリーンインフラ」を通じ、次

世代を見据えた効果的・効率的な社会資本整備や土地利用、ひいては持続可能で魅力

ある国土・都市・地域づくりを進めることが求められています。

 グリーンインフラ活用型都市構築支援事業を活用するなどし、「グリーンインフラ」

で持続可能なみどりあふれるまちづくりを目指します。

 本区では、公園内に「雨庭（あめにわ）＊」を整備し、降った雨を土の中にため、ゆ

っくりと地面にしみ込ませる取組を行っています。大雨が降った時、排水管に流す雨

水を減らすことで、まちに水があふれるのを防ぎます。

グリーンインフライメージ

救援物資輸送活動訓練の様子
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(10) 公共用地や民有地の緑化を進めます

① 公共用地の緑化推進

江戸川区街路樹指針「新しい街路樹デザイン」に基づいた整備と管理

 本区では、昭和 50 年代から 60 年代にかけて、

多くの街路樹を植栽し、みどり豊かな街路を整

備してきました。

 街路樹は、私たちが日々の生活の中で移動空間

として使用している道路に植栽されており、自

然地や公園などに植栽された樹木とは生育環境

が異なります。その中には、樹形の乱れにより

景観を損ねたり、通行の支障になるなど、樹形

の作り直しが必要なものもあります。また、道

路にはライフラインが埋設され、柵・標識・信

号などの安全施設が併設されている箇所もあります。こうした生育環境のなか、植栽

後 20～30 年を経過する街路樹が、周辺の舗装を持ち上げて歩行に支障をきたしてい

たり、狭い歩道で大きく枝を張って越境するなど、街路樹を取り巻く環境において

様々な課題が生じています。

 みどりの量の維持と質の向上を図るため、江戸川区街路樹指針「新しい街路樹デザイ

ン（平成 21(2009)年 4 月策定）」に基づいた街路樹の整備や更新を推進しています。

この方針に基づき、既存の街路樹については、各路線の状況に合わせた効果的な樹形

管理を行うために、路線別目標樹形を設定し、樹冠（樹高）・枝張り・下枝を揃える

など、統一感のある景観づくりを進めていきます。また、歩道幅員や植樹桝の空間ス

ケールと樹木の特性（枝や根の伸長など）を考慮しながら、周囲との調和や将来の景

観を見据えた街路樹の適切な維持管理を進めていきます。

学校や公共施設の緑化

 学校や公共施設の緑化に関しては、施設単位で緑化を行うだけではなく、例えば隣接

街路樹にあわせた樹種の選定など、周辺地域のみどりとの調和を図りながら改修時の

再整備や今あるみどりの維持管理を行います。

船堀街道の街路樹
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② 民有地の緑化推進 

緑化の充実 

 都市部では、公園の整備などによる公的空間での緑の確保には限界があり、市街地の

大半を占める民有地の緑化を推進することが重要です。 

 本区では、「住宅等整備基準条例」に基づいて、一定規模以上の開発に対して敷地の

緑化を推進してきました。また、景観条例や景観地区、地区計画により、みどりの都

市景観形成を進めています。 

 

みんなの家に花いっぱい運動の推進 

 心をこめて草花を育てたり、庭づくりを楽しんでいる方たちが、花や緑を通じて互い

にふれあい、その輪が広がっていくことが、美しいまちづくりにつながります。 

 区民主体の「花のまちづくり」「景観まちづくり」などの活動を踏まえて、花やみど

りを育てる喜びや美しく飾る楽しさを地域で共有する“みんなの家に花いっぱい運動”

のさらなる普及啓発を目指し、活動を推進します。 

 

優良緑化への表彰制度の充実 

 質の高い民有地の緑化を進めるためには、緑化に対する関心･意欲を高めるための取

組が重要です。そこで、まちを元気にする活動や地域らしさを活かした建築物を表彰

する「景観まちづくり賞」において、緑化のみならず、周辺環境と調和し、特に優れ

た景観を創出したと認められる建築物や活動などを表彰します。また、受賞した作品

は区のホームページに掲載するなど、さらなる緑化の推進に寄与することを目指しま

す。 
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(11) みどりのつながりを広げます

① 水とみどりのネットワーク形成、ヒートアイランド対策の推進

街路樹の整備

 街路樹はヒートアイランド現象の抑制や大気浄化など環境面の保全効果や、水辺や公

園などをつなぎ鳥類や昆虫などの移動経路としての役割も果たします。

 みどりのつながりを広げ、都市の生物多様性を確保するためにも、公園や緑地の保全

とともに街路樹や緑道などの整備による水とみどりのネットワークの形成を推進しま

す。

 本区が行う都市計画道路の整備や区画整理事業、街路樹の更新に合わせ、必要な機能

に見合った樹種選定や植栽環境の改善など、街路樹のさらなる充実を図ります。

親水公園・親水緑道の管理、保全、改修方針の検討

 親水公園・親水緑道には、整備されてから長い年月が経過し、舗装や施設の全面的な

見直しが必要な路線もあり、今後の維持管理の方向性を定める必要があります。

 本区の緑化の歴史を語る親水公園・親水緑道には、各路線にその時代を象徴する石積

みや多自然型護岸＊などの特徴があります。現在は、それらの特徴を活かしつつ効率

的に維持管理をするための工夫が求められています。

 整備当初のコンセプトと時代ニーズの変化、区民の意見を踏まえながら、維持管理や

保全・改修のための方針検討を行います。

再開発によるネットワーク拠点の創出

 市街地再開発事業などのまちづくりの機会

を捉えて、良好なまちなみ景観の誘導、敷

地内のみどりやオープンスペースの充実、

商業施設による賑わいの創出を図ります。

また、防災広場や帰宅困難者が一時的に滞

在できる施設の整備を促進します。

 ＪＲ小岩駅周辺では市街地再開発事業など

のまちづくりが進んでおり、誰もが楽しみ

満足できる商業環境と、都市の魅力を満喫

できる住環境を整えた賑わいのある「小岩らしい」景観形成を図るため、景観地区に

指定されています。

 ＪＲ平井駅北口では、市街地再開発事業によるまちづくりが進んでおり、地域の玄関

口としてふさわしい賑わいのある景観形成と、自然豊かな川と緑地に囲まれた地域の

特性を活かした空の広がりを感じる景観づくりを図るため、景観地区に指定されてい

ます。

 船堀四丁目周辺では市街地再開発事業で、区役所新庁舎や複合施設の整備が予定され、

街の景観が大きく変わる契機を迎えています。このため、これらの拠点施設と既存市

街地や幹線道路、船堀グリーンロードとの調和を図るため景観地区に指定されていま

す。

良好なまちなみ景観の誘導
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水とみどりの拠点・軸・ネットワークの活用 

 河川空間を活かした賑わいを支える施設として、飲食・売店などの利便施設や休憩施

設、交流施設などの設置を検討します。また、水辺や公園などの公共空間を芸術・文

化活動の場として活用できる仕組みを検討します。 

 大規模な公園である篠崎公園、宇喜田公園、大島小松川公園、総合レクリエーション

公園を「みどりの拠点」として位置づけ、各公園がもつ機能の特長を活かし、多様な

機能で自然に親しむことができる空間形成を進めます。 

 荒川・中川、江戸川・旧江戸川、新中川、旧中川、新川を「水とみどりの軸」として

位置づけ、生態系の保全や水辺に親しむことができる環境を充実するとともに、観光

資源としても活用し、水辺を活かした賑わいを創出します。 

 生活に密着した身近な水辺空間である親水公園・親水緑道は、「水とみどりの生活軸」

として位置づけ、水辺環境を活かして、四季の彩りを楽しめる環境の形成を図ります。 

 拠点と軸を緑道や街路樹などの連続したみどりで結ぶことによって、回遊性のある、

アメニティ性の高い都市環境を創出します。ネットワークの不足する地域の整備や軸

と隣接する公園、公有地・民有地とも連携し、水とみどりの総合的な環境を充実させ

ます。 

 

風の道の形成 

 河川と公園・緑地を親水公園・親水緑道、街路樹などでつなぎ、ネットワークを形成

することにより「風の道」の形成に努めます。また、緑陰空間の連なりを創出するこ

とで、夏季の暑さの緩和に努めます。 

 道路の整備・更新にあたっては、環境に配慮した透水性舗装＊にするなど歩きやすく

快適な道づくりを進めます。 
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(12) みどり豊かな水辺を創ります 

① 河川景観の向上 

さくらによる河川・堤防の修景 

 区内には、１万５千本のさくらが植えられてお

り、多くの名所があります。 

 小松川千本桜や新川千本桜はその代表であり、

今後もさくらの植栽による修景を進め、河川景

観の向上を図っていきます。 

 整備されたさくら並木では、「えどがわ桜守」

などのボランティア、区民と協働で守り育てて

いきます。 

 

② 水辺利用の促進 

親水公園・親水緑道や親水河川の利用促進 

 区内には、総延長が約 27kmにも及ぶ親水公園や親水緑道が整備されています。また、旧

中川や新川の親水空間の整備にも取り組んできました。今後は、ユニバーサルデザイン

に基づいたベンチやサインの充実を図り、だれもが訪れやすい水辺空間を創出します。 

 水上スポーツの場や観光資源、自然観察や歴史との触れあいの場として、区民とのパ

ートナーシップのもと、水辺環境の利用の促進に努めていきます。 

 

水辺を活用した賑わいの創出 

 江戸川・旧江戸川沿川では、ポニーランド、江

戸川水閘門、スポーツランド、水辺のスポーツ

ガーデン、サイクリングロード、親水緑道など

多様な資源の連携や、沿川における公園の新

設・再整備などにより、新たな賑わいの創出を

図ります。 

 旧中川では、大島小松川公園や建築物との調和

を図り、水上スポーツなど水辺利用を進めると

ともに、国や都、江東区と連携し荒川ロックゲートの活用を推進します。 

 新川では、千本桜や江戸情緒あふれる景観など、観光資源の活用を図ります。 

 新左近川親水公園では、総合レクリエーション公園再整備の一環として、水辺の賑わ

いを生み出すエントランス広場などを整備し、水上スポーツの拠点を形成します。 

 カヌー・スラロームセンターは、水上スポーツやレジャーを楽しめる施設として活用

を推進します。また、葛西臨海公園・葛西海浜公園との連携により海辺を活用した賑

わいの創出を促進します。 

 

  

 
小松川千本桜 

 
新左近川親水公園カヌー場 
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みどりの施策が実施されたイメージ 
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①学校ではみどりのカ

ーテンづくりなどが

行われています。

④地域のみなさんが公

園や河川をきれいに

したり、みどりを育

てています。

②農地を活用した農作

物の直売所、農家レ

ストランなどが増え

ています。

⑤障害のある子もない

子も一緒に遊ぶこと

ができる、インクル

ーシブ遊具を取り入

れた遊び場づくりを

検討します。

③地域のシンボルにな

る大きな木をみんな

で守っています。

⑥生物の保全活動や、

外来種の駆除などに

取り組んでいます。

①

②

③

④

⑤ ⑥
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